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4 年制大学における保育士・幼稚園教諭養成の課題
～宮崎県内公私立保育所及び幼稚園現場からのアンケートによる考察～
松原　由美
Education for Nursery School and Kindergarten Teachers at 4-Year Universities
－ A Survey of Public and Private Nursery Schools and Kindergartens in Miyazaki Prefecture －
　In recent years, there has been an increasing need for nursery school as well as kindergarten 
teachers to receive training on how to the changes in the environments that surround children and 
families as well as to the diversification of work situations of guardians. From November 2011 to March 
2012, at the Review Conference of Nursing Education Curriculums, upon receiving the sudden changes 
in modern society along with revisions of nursing guidelines and in order to educate nursery teachers 
that can correspond with it、 the review of education curriculums was considered. It is being revised in 
order to strive for quality nursing and improvements at nursery schools、 such as the improvement of 
the specialty that can cover nursing children as well as support for guardians、 a nursing specialty that 
can integrally nurse and educate、 and the improvement of nursing by the formation of nursing families 
and self evaluations. The revision is aimet at faltilling specializedagencies' social responsibilities to 
pravide children with nursing are. This investigations the purpose was to find out what kind of nursery 
teachers are wanted by kindergartens and nursery schools that are corresponding to such needs. 
The second purpose is to clarify what kind of nursing education this 4-year-university can provide as 
original added values.   
Key words :  4-year university,  Education of nursery school and kindergarten teachers,  Original added 
　　　　　　　values
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1　はじめに
(1) 調査の目的
 　本学の保育者養成は平成 15 年 4 月より臨床福祉学
科保育士養成課程として開始した。平成 18 年 4 月か
らは、子ども保育福祉学科として独立し、幼稚園教諭
1 種の資格が新たに加えられ養成している。23 年度 3
月までに男子学生 62 人、女子学生 87 人の合計 159 人
が保育士資格を取得し本学を巣立ち、有資格者として
さまざまな施設に勤務し活躍している。
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　さて近年、子どもや家庭を取り巻く環境の変化や保
護者の就労状況の多様化などにより、保育所をはじめ
保育現場において、業務内容の多様化などがもたらさ
れ、保育士の疲労感が増している。また、児童・家庭
などの多様化、複雑化に対応するため、保育士も専門
性の向上や関係機関との連携などが必要となり改革が
すでに開始されている。
　本学は保育士養成を開始して 10 年目、幼稚園教諭
養成は 6 年目を迎え、単に教科の増減だけではなく、
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保育所（園）幼稚園現場が求めている期待や要望に応
えられるカリキュラム改正が必要な時期に来ていると
考える。保育士幼稚園教諭養成校として専門性の構築
と質の向上のための養成の在り方について、宮崎県内
の保育所（園）、幼稚園、認定子ども園からのアンケー
ト回答によって考察する。 
(2) 調査内容
　① 4 年生大学での保育者養成に関する関心、②「認
定こども園」に関する関心、③ 4 年生大学の必要性、
④幼保一元化に向けた資格取得について、⑤幼少一元
化に向けた小学校教員免許状の必要性、⑥社会福祉士
の必要性、⑦採用に当たり重要視する専門性と期待す
る保育内容、⑧ 4 年生大学卒業生採用にあたっての給
与、等 16 項目の質問を設け、回答を依頼した。（本学
子ども保育福祉学科安原青兒教授作成の調査質問紙を
使用した。）
(3) 調査対象と方法
　宮崎県内の公私立保育園と公私立幼稚園全園に郵送
により調査協力を依頼し、記入後郵送による返答を得
た。
(4) 調査時期と回収率
　平成 23 年 8 月末日現在での回答をお願いした。
郵送したアンケーは 635 通、回収は 228 通で 35.9%
の回収率であった。また、有効回答は約 94％であった。
2　調査結果
調査回答の属性について 3　保育者養成に対する考えについて
(1) 保育者は 4 年制大学養成への動きの関心度
　4 年制大学の養成への関心度は、「関心がある」が
44.5％、「やや関心がある」が 28.9％で 7 割強が関心
ある。
図 1：4 年制大学の養成の興味
（2）幼保一元化に向けての「認定子ども園」の増加傾
向に対しての関心度について
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「認定こども園」に対して、「関心がある」が 66％「や
や関心がある」が 15.4％と認定こども園への関心度は
非常に高い。
図 2：認定こども園への関心
(3) 今後幼稚園教諭、保育士は 4 年制大学を卒業するこ
とが望ましいか
　51％が幼稚園教諭及び保育士は 4 年制大学を卒業す
ることを希望している。また、必要性を感じていない
意見が 14.5% と非常に少ない。
図 3：保育士の 4 年制卒業について
（4）幼稚園教諭と保育士の両方の資格取得について
　宮崎県内において現在 32 園認定こども園が開園し
ている。本年度は 10 園ともっとも多く、今後さらに
増加することは確実であろう。したがって採用に当たっ
ても両方の資格取得は必至であろう。
図 4：資格の両方の取得に関して
(5) 幼小連携の上で、幼稚園教諭免許および保育士資格
を取得する場合、小学校教諭の免許状の必要性につい
て
　確かに 38.6% は必要性を回答しているが、33.1% は
必要性がないとしている。必ずしも幼少連携の上で小
学校教諭免許の必要性はあまりないようである。
図 5：小学校免許取得の必要性
（６）幼稚園教諭および保育士資格を取得する場合、社
会福祉士（ソーシャルワーカー）の資格も合わせて取
得する必要性。
　社会福祉士の資格取得に関しては 56.8% が必要であ
ると回答している。必要ではないという回答が 19.2%
と非常に低いことから、保育園・幼稚園両施設ともソー
シャルワーカーを求めていることがわかる。
図 6：小学校免許取得の必要性
(7) 保育士養成の年数を 3 または 4 年制に改編する動
きに関して
　全体の 66.7% が短期大学の 2 年の養成では不足と感
じている。
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図 7：養成の年数に関して
(8) 今後の 4 年制大学卒の保育者の採用についての意向
について。
　採用予定している回答が 52.4% と半数を超え、考え
ていない回答が 12.2% と施設側は 4 年制大学卒の採用
を考えていることが認識できる。
図 8：4 年制大学の採用について
(9) 就職までに備えるべき専門性について
（３つ選択。）
子どもをよく理解していること、新しいことにチャレ
ンジするなど研究熱心で安全についての専門的知識を
有する学習が必要である。
図９：就職までに備える専門性について
(10) 採用にあったての重視する点について。
（複数回答可）
　保育・幼児教育の専門性を重要視する回答が 61.5%
である。保育スキルを身に着けるためにも系統立て時
間をかけて学習できる養成段階に学びやすいという回
答の意図であると考える。
図 10: 採用にあたっての重視する点について
(13) 貴園では、短大卒と 4 年制大卒では給与ベースの
差別化について
　65％が給与に関しての差別化を図っていることがわ
かる。
図 11：4 年制大学と短大卒の給与差異の有無
(14) 今後の採用において、保育士、幼稚園教諭以外の
資格希望について
　気になる子や発達障碍が増えている現場には、社会
福祉士と特別支援教諭免許状の資格を必要としている。
両資格で約 60％近くになっている。
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図 12：資格取得について
(15)4 年制大卒の職員（教員）に期待する点について
　職場でのリーダーシップを全体の 4 割強の希望が出
ている。本学子ども保育福祉学科の学生育成像の中に
もあるリーダーシップは、現場と学科の考えが一致し
ている。
図 13：期待について
３、質問８、4 年制大学卒の保育者の採用の理由に
ついて自由記載について
< 採用したい >
・保育・幼児教育の専門能力と保護者への対応能力が
備わっているか。採用後に備わるのではないかとも
思う。
・社会性を育てる上で 4 年は必要だと思う。勉強の内
容は変わらないとしても、4 年間の時間の中で、よ
り深く保育や社会性を身に付けて卒業してほしいと
思う。
・就学前教育の充実のためにも、ニーズは大きい。
・しっかりとした教育を受け、人間的にも育っていれ
ば、積極的に採用したい。
・幼児教育の重要性を考え、幅広い視野の保育士を求
めます。
・2 年間の養成では物足りない。
・人間として、成人して一人前になると社会的ルール
等も備わってくるので、幅が出てくる。
・専門的にソーシャルワーカー等の資格もとれるとな
およい。
・4 年制卒の保育者は、基礎学や社会通念に優れて思
われる
・保育者への期待・責任が増大していく現代、多種多
様の対応が求められるようになってきました。
　 4 年制において、より専門的に学ぶ知識や資格を持
つ保育者に力を発揮してほしいと思います。4 年制
に進む人は、モチベージョンも高いとも思われます。
・幼保一元化・小学校との連携を考えると、小・中・
高と 4 年制大学卒者が主流である中、なぜ一番大切
な幼児期の資格者だけが短大・専門学校卒者が主流
であるか疑問である。待遇の向上も含め、国全体で
取り組むべき。
・保育制度の変化を考えると、4 年制大学での理論 ( 知
識 ) と同時に現場での経験 ( ボランティア・実習等 )・
資格取得等は卒業後の即戦力につながる人材育成と
しても効果が大きいと思っています。
・専門職としての技量が必要
・もう少し専門性を深めるだけの期間が必要と思われ
るため４年制がよい。
・しっかりとした教育を受け、人間的にも育っていれ
ば、積極的に採用したい。只、教育を受けても、実
際の現場で生かされなければ採用はしない。
・こども園施行に伴い、保育園の教育機能を強化する
為に職員の資質向上は最重要課題であり、また即戦
力としての職員が必要な為。
・保育士として頑張りたいという意欲があれば、育て
ようという意欲も沸いてきます。
4 年制をみてきて考える力は持っていると感じていま
す。また、これからの保育制度の変化を考えると、
4年制大学での理論(知識)と同時に現場での経験(ボ
ランティア・実習等 )・資格取得等は卒業後の即戦
力につながる人材育成としても効果が大きいと思っ
ています。
< どちらでもない >
・個人のセンスや資質に大きな影響があると思います。
短期間で基本的なものをしっかりと身に付けると良
いのではないでしょう。個人的なものが大きいと思
います。
・教育に対する情熱を持っているかどうかが重要
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・給与面での待遇を考えたとき、採用できる自信がな
い。
・他の職員とのバランスが必要。女性同士のチームワー
クに配慮。
・四大卒と短大卒の場合、指導上個人差はあるが、四
大卒が優秀であるとはいえず、幼稚園などでの長期
体験の方が好ましい。また、大学の先生方も現場を
ご承知ない方が多い。
< 特に採用は考えていない ･ 全く採用を考えていない >
・4 年生大学卒ともなると、それなりのお給料が必要
になってくる。現在の私立幼稚園にはその体力がな
い。
４、質問 16 最後に保育者養成校に対する意見・要
望の自由記載について
　自由記載の内容をキーワードごとにカウントした結
果①コミュニケーション②学生も教員も現場を体験す
べき③挨拶・言葉遣いなどのモラル④感性や表情豊か
な保育士養成⑤専門的知識や技術面の強化⑥ 4 年制大
学の保育士養成へ一言⑦その他の 7 項目の関心が高
かった。
①コミュニケーション
・まずは子どもの好きな人になって欲しい。気が強く
人と気持ちを合わせられない人が多いので、コミュ
ニケーションのとれる人
・現場との交流をもっととってほしいと思います。現
在の税と社会保障の一体化改革における「子ども子
育て新システム」は、保育の質の低下、保護者負担
の増加を招く、保育の産業化です。
・人と人との和がもてる人
・しっかりと同僚や友人・保護者等とコミュニケーショ
ンの取れる人間形成が大事かと思います。
・コミュニケーションや対保護者に向けての勉強も十
分にする必要があると思います。
・子ども・保護者・職員間全てコミュニケーションで
成り立っている保育園現場で「ことば」を持たない
保育者が増えてきている。携帯電話・メール世代の
学生が保育現場で乳児・幼児にどれだけ感情 ( 感性 )
豊かなことばを伝えていけるだろうか不安である。
・利用者 ( 園児 ) および保護者のニーズが多様化する
中、現場においては、更なる専門化とコミュニケー
ション能力
・コミュニケーションの少ない学生が増えており、そ
のような人は物事を合理的に処理しようとする傾向
にあります
・子どもに信頼され保護者とコミュニケーションがと
れ、同僚と手を取り合っていく仕事と考えます。コ
ミュニケーションがうまくいかないと一人よがりの
保育
②学生も教員も現場を体験すべき
・現場に出る時間をもっと増やしてほしい。
・学校も上から目線よりも、現場がどの様な保育をし
ているか知っておかれる方がすぐに保育者として対
応できるかもしれません。
・もっと福祉や保育現場に飛び込んで有意義に 4 年間
を過ごすとよい
・どんどんボランティアや体験実習として各園に足を
運ばせて下さい。
・現場をもっと知ってほしいと思います。その為には、
実習以外の保育園の経験や現場の話が、大学での講
義内容とつながる部分が多いのではないかと思いま
す。
・ボランティア活動・自主活動の充実化
　幼児教育の現場は大変多様化している現状である。
机上の学習だけでは、現場の理解は難しい。また、
学生指導する養成校の教員も現場の実態から学生指
導することでより新しい発信ができるであろう。
③挨拶・言葉遣いなどのモラル
・若い世代の言葉遣いが気になりますので、子どもの
お手本となるような言葉・言語の指導をお願いした
いです。
・保育士としてのモラル ･ 気持ちは本人の持っている
もの
・挨拶・言葉遣いがすごく悪く思います。友だち学校
ではないはずです。挨拶のできない人は必要ないと
つくづく思うところでございます。
・挨拶・何に対しても感謝をする心を育ててほしい。
・社会人になると、学生時間に比べて自由に使える時
間が少なくなるので、マナーや一般常識を学んでほ
しい。
・社会にでる前にしっかりマナーとして、身に付ける
べきことはやってきてほしい。
( 本来は家庭で教えてもらうことなのでしょうが ) 現
実と夢のギャップがあるのか、ただ遊んでいれば良
いと思っているようですね。
養成校にすでに身についているべきモラルが理解で
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きていない学生が増加傾向にある。これは、養成校
だけで指導の問題ではないと考える。しかし、養成
校において可能な範囲で努力してゆくべきであろ
う。
④感性や表情豊かな保育士養成
・学生さんには、感性を磨くよい経験をして、心豊か
な学生生活を送ってほしいです。
・基本は子どもが好きな事・笑顔で安定した環境を提
供できる、保育者の資質だと思います。良き学生を
期待しています。
・安定な子どもたちの入所が増えています。子どもた
ちの前に立ったら、とにかく ” 笑顔 ” で接すること
ができる心豊かな明るい人であってほしいと思いま
す。4 年制になると大人になる分、表情が豊かになり、
子ども達に寄りそってもらえるのかなと期待
⑤専門的知識や技術面の強化
・専門的技量として育児相談や発達の理解などを指導
援助する力量を求めている。
　また、障碍児や発達障害、食や安全知識などは一朝
一夕の体験レベルで学べることではなく、時間をか
け系統的な学習を要することである。児童虐待や発
達障害などの分野は養成校が児童養護施設や医療機
関などとの連携や制度などの知識も必要となる。こ
の知識や連携などは本学科で取得できる社会福祉士
の学習が非常に役立てると考える。
⑥４年制大学保育士養成へ一言
・4 年間の大学生活において多くの専門知識を身に付
けられる事と思いますが、近年子ども・保護者と大
きく変化しております。
・その対応に関しては、長年経験を重ねている私達で
も戸惑うくらいです。子どもの発達段階・状況を充
分学ぶと共に現場の現状を知り、専門知識を深めて
頂いたら、短大や専門学校では学ばないか分野での
力を発揮する事ができると思います。またその分野
での力を発揮するにあたり、心の教育を望みます。
・福祉大学卒業生を 2 人採用しています。1 人の方は
今年の 3 月にやめられましたが、とても優秀な方で
した。最初の方が素晴らしい方でしたので、今年 4
月に 1 人採用させていただいています。まだ、4 カ
月ですが、保育に熱心な姿が見えて、本当に「採用
させて頂いて良かった」と思っています。来年度も
できれば採用を考えています
・4 年制卒という事で期待が大きい割に現場で苦しん
でいる学生さんが多いように思います。と思います。
「子どもが好き」という純粋な学生が多いのに 4 年
間でその初心が鈍くなり、貴重な 4 年間を無駄に過
ごさなければよいと思います。2 年制の保育科の学
生はサークル活動に「子どものためのダンス研究会」
「オペレッタ」「工作クラブ」等、現場ですぐに役立
つ事をしています。保育はまず実践ですので、たっ
ぷりある 4 年間で理論と共に実践ももっと身につけ
るべきです。
　特に 5 領域は保育園・幼稚園の園長先生が講師にな
られると学生にもとても有意義な授業ができると思
います。( 私が卒業した関西の短大では園長先生が
現場の話をたくさんして下さりとても興味がわきま
した。）
・ゆっくり聞く機会等があれまた、仕事の内容や人間
関係で就職しても辞めてしまう状況も多いのでその
辺のケアも連携してやれたらいいなと思います。
・延岡市では、ウルスラ短大が撤退したので九保大に
対する期待は大きい。今は、過渡期にあって身分的
に給与面で優遇措置が取れないが、将来は「やはり
4 年制卒でないと」という時代が必ずやってくると
思う。但し、人間性とか、コミュニケーション能力
とか、人文科学の面については短大・4 年制大と大
差はつかない。長期の学生生活の中でぜひともこの
「人的な」要素を伸ばして欲しい。
・経験や体験を通して人間性を磨き高める教育を行っ
ていただきたい。
・実習先を考えてほしい。選定が安易すぎる。
⑦その他
・子どもを見守る際の危機管理能力
・一般社会人としての教養を身に付けること
・仕事に対する責任感、意欲など技術的なことだけで
なく、取り組む姿勢を育ててほしい。
・基本的な倫理を身に付けてほしい。
・人間性を磨き高める教育
・本をたくさん読み、その中でことばの力を身に付け、
視野の広さや応用力を養ってほしいと考えていま
す。
・社会問題に無関心であって欲しくない
　確たる目標を持って、今の保育士としての自分を見
直していける謙虚な存在でありたいもの
・フットワークの軽い元気で明るい方が私たちの職種
に合っています。
松原　由美：4 年制大学における保育士・幼稚園教諭養成の課題
64
・人を愛する ･ 自然を愛する ･ 豊かな心 ･ 感性を磨く
・学生ならではの経験をたくさんつんできてほし
い・・・。それが現場での一番の力の基になるよう
　　に思います。
・明るくて活発、健康的な人
・子どもの気持ちに寄り添える保育士を期待
・子どもが好きである保育士、子どもは十人十色で、
個人に沿って対応しなければ愛情をもって接しなけ
ればついてきません。
・愛のある人
・幼稚園、保育園は人生のふるさと。大人になってから、
振り返る場所になります。数年間の出会いが、将来
の土台になります。子どもと交流ができる人、対話
ができる先生を養成してください。
・子どもの心に共感し、よく子どもの声を聴き、子ど
もが安心できる保育者を養成
・子ども一人ひとりの育ちを理解できる人。自分の信
念で子どもに係ることができる人。
・一人ひとりの子どもの成長を身近で感じることので
きる素晴らしい職業であること
・思いやりのある行動ができる保育者になることを期
　待
・子どもの人権を尊重し心を大切に子どものありのま
まの姿を受け入れ寄り添う保育を心掛ける人になる
ように
　ほとんどの回答に「明るく元気で表情豊かな保育士」
を望んでいる。これも幼少からの家庭環境などの影響
が大きいが実習指導や現場体験により学生が学ぶべき
課題であろう。
　専門的技量として育児相談や発達の理解などを指導
援助する力量を求めている。
　また、障碍児や発達障害、食や安全知識などは一朝
一夕の体験レベルで学べることではなく、時間をかけ
系統的な学習を要することである。児童虐待や発達障
害などの分野は養成校が児童養護施設や医療機関など
との連携や制度などの知識も必要となる。この知識や
連携などは本学科で取得できる社会福祉士の学習が非
常に役立てると考える。
まとめ（自由記載を中心に）
　宮崎県の保育所（園）幼稚園の現場では、4 年生大
学への期待は非常に大きいことが確認できた。また、
今回の調査で、本学における保育・幼児教育系専門科
目のカリキュラムに対して早急に検討の必要性がある
とことが示唆された。
  保育者幼稚園教諭は、明るく元気で優しく表情豊か
なことが強く望まれている。また、あいさつや言葉遣
いなどのモラルや精神的強さなども要求されている。
保育者養成機関として知識や保育技術を教えるだけで
なく、保育園や幼稚園の現場からは全人的な教育を求
め得られていることが認識できた。しかし、この現場
からの課題は、幼少期における家庭教育（しつけなど）
の影響が非常に大きく、養成の中だけで動機づけする
ことは容易にできるものではない。入学者の選抜の時
点で解決することは可能ではあるが、少子化などによ
り全入学に近い現状ではこれも困難である。養成校の
講義（座学）による指導だけではなく、保育所（園）・
幼稚園などの現場体験通し、人格的要素の大切さを学
生自身がしっかり自覚できるような機会を今以上に増
やす必要があると痛感させられた。
　コミュニケーション能力は、最も重要視されている。
これは、現場の連携にとっての重要性だけではなく、
保護者対応も大きな意味を持つ。また、すべての信頼
関係の構築もコミュニケーションがあってこそのこと
である。専門知識もコミュニケーションが取れない事
には活用できないことになる。ただ、コミュニケーショ
ン能力も、養成校で簡に習得できることではない。し
かし、様々な学習や現場体験の中で育て上げること、
つまり、園児や保育士・教諭と接しながらコミュニケー
ションの重要性を自ら認識し、養成校側が努力するよ
うに促すなどの方法をとることが効果的に違いない。
基礎学力に関しては、養成校においてのみでの解決さ
れる課題ではない。家庭教育、初等中等学校教育にも
踏み込まなければならない課題である。しかし、養成
校の日々の学習中で理解させる教育が重要であると共
に、就職後の現場の教育理想とする保育士幼稚園教諭
育成として重要視してゆかなければならないだろう。
　保育者としての専門知識や技術面の強化については、
新しい領域の知識や保育内容の教科担当教員また、現
場との連携も重要ポイントであろう。つまり、時代に
即した新しい基礎技能や基礎学力の充実がカリキュラ
ムとして求められていると考える。
　養成校の机上だけの学習だけでは、現場の即戦力と
しては役に立たないと考える。また、本学には付属保
育園や幼稚園の設置がないが、延岡市との強い連携を
利用して学生に現場体験を多く持たせ、その多様な経
験から技術だけではなく人間性を磨かせるという指導
法がとれると考える。
　保育者幼稚園教諭の養成において人間性と専門分野
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の知識を求められていることが認識できた。モラル等
で述べたように人間性は養成校だけの課題ではなく、
家庭教育、今までの教育環境にまで派生しなければな
らない。それは、今回の養成校としての課題と逸脱し
て仕舞うので責任が拡散するため避ける。今後も現場
の保育所（園）幼稚園などとの連携を強化して養成校
としての責務を果たしてゆきたい。また、本学の養成
に関わる教員の連携を強く持って養成する必要性が高
い。
　最後に、様々な課題が示唆されたが、同時に本学の
養成に関して温かい言葉もいくつかいただいた。その
中から 2 点を紹介したい。「福祉大学卒業生を 2 人採
用しています。1 人の方は今年の 3 月にやめられまし
たが、とても優秀な方でした。最初の方が素晴らしい
方でしたので、今年 4 月に 1 人採用させていただいて
います。まだ、4 カ月ですが、保育に熱心な姿が見えて、
本当に「採用させて頂いて良かった」と思っています。」
や「延岡市では、ウルスラ短大が撤退したので九保大
に対する期待は大きい。今は、過渡期にあって身分的
に給与面で優遇措置が取れないが、福祉大の皆さんに
ぜひ保育現場で活躍してほしいと願っています。頑張っ
てください。」
参考文献・引用文献
高旗正人・中田周作・池田隆英、保育者養成に対する
社会的要請の調査研究、中国学園紀要 6,
pp149-160.2007
松本寿昭・阿部和子・田代和美・高橋ゆう子・川延宗
之　4 年制保育者における保育者養成の現状と課題　
大妻女子大学人間文化研究所年報　20.pp61-64
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質問紙
保育者養成に関するアンケート調査
九州保健福祉大学　社会福祉学部
子ども保育福祉学科
回答者の属性と貴園の情報について教えてください
（該当する番号に○をつける）
１．所属園の種別　　1）公立幼稚園　2) 私立幼稚園
3) 公営保育園　4) 私営保育園
２．設置地域　　1) 宮崎市　2) 都城市　3) 延岡市　
4) 日南市　5) 小林市　　6) 日向市　7) 串間市　
8) 西都市　9) えびの市　10) 北諸県郡　11) 西諸県郡
12) 東諸県郡 13) 児湯郡　14) 東臼杵郡  15) 西臼杵郡
３．回答者の性別　　1) 男性　　2) 女性
４．回答者の年齢　　1)60 歳以上　2)50 歳代　
3)40 歳代　4)30 歳代　　5)20 歳代
５．所属先での役職　1) 理事長　2) 所 ( 園 ) 長　
3) 副所 ( 園 ) 長　4) その他（　　　　　）
６．保育職員の男女構成　
1)　男性保育士または幼稚園教諭（　　　　）人
2）女性保育士または幼稚園教諭（　　　　）人
７．貴園に勤務する保育士（幼稚園教諭）について、（　）
内に数字を記入して、お答えください。
　　正規職員　 　（　　　　　　　）名
　　非正規職員　 （　　　　　　　）名
　　その他の職員（　　　　　　　）名　
　　 （具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）
８．非正規職員が勤務されている場合、その内訳につ
いて、（　）内に数字を記入して、お答えください。
　　臨時職員　　　　　　　（　　　　　　　　）名
　　パートタイム勤務職員　（　　　　　　　　）名
　　1 年契約の職員　　　　（　　　　　　　　）名
　　2 年契約の職員　　　　（　　　　　　　　）名
　　3 年契約の職員　　　　（　　　　　　　　）名
　　その他の勤務形態の職員（　　　　　　　　）名
保育者養成校に対する考えを教えてください（該当す
る番号に○をつける）
質問１．今、保育者は 4 年制大学で養成する動きが増
えていますが、あなたはこの動きに関心がありますか。
1）関心がある　2）やや関心がある　3）どちらとも
言えない　4）あまり関心がない　5）関心はない
質問２．幼保一元化に向けて、都市部では「認定子ど
も園」が増える傾向にあります。あなたはこの動きに
関心がありますか。
1）関心がある　2）やや関心がある　3）どちらとも
言えない　4）あまり関心がない　5）関心はない
質問３．これから幼稚園教諭、または保育士になろう
とする人は、4 年制大学を卒業することが望ましいと
思いますか。
1）そう思う　 2）ややそう思う   3）どちらとも言え
ない　　4）あまりそう思わない　5）そう思わない
質問４．これから幼稚園教諭、または保育士になろう
とする人は、幼稚園教諭免許と保育士資格の両方を取
得しておくことが望ましいと思いますか。
1）そう思う　 2）ややそう思う　3）どちらとも言え
ない　4）あまりそう思わない　5）そう思わない
質問５．現在、幼小連携が求められていますが、これ
から幼稚園教諭免許および保育士資格を取得する場合、
小学校教諭の免許状も合わせて取得できるようにする
必要があると思いますか。
1）そう思う　 2）ややそう思う　3）どちらとも言え
ない　4）あまりそう思わない　5）そう思わない
質問６．現在、保育園や幼稚園に地域子育て支援の役
割が求められていますが、これから幼稚園教諭および
保育士資格を取得する場合、社会福祉士（ソーシャル
ワーカー）の資格も合わせて取得する必要があると思
いますか。
1）そう思う　2）ややそう思う　 3）どちらとも言え
ない　4）あまりそう思わない　　5）そう思わない
　
質問７．子育て環境の社会的変化に伴い、保育者の社
会的責任は増大しています。幼稚園教諭および保育士
の養成校では２年制短大を３年制または４年制に改編
する動きもあります。これからの保育士養成は年数を
増やして、手厚く養成する必要があると思いますか。
1）そう思う　 2）ややそう思う　3）どちらとも言え
ない　4）あまりそう思わない　　5）そう思わない
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貴園の今後の採用について教えてください（該当番号
に○をつける）
質問８．貴園では、今後 4 年制大学卒の保育者を積極
的に採用していくお考えがありますか。
１) 採用する予定である　　2）今後、採用を考えたい
３）どちらとも言えない  ４）特に採用は考えていな
い　5）まったく採用を考えていない
質問９．質問８で答えた 1) ～ 5) について、それぞれ、
その理由をお聞かせください。
（　　　　　　　　　　　　）
質問１０．貴園では保育者として採用するとき、就職
までに備えていて欲しい資質にはどのようなものがあ
るとお考えですか。重視する点を３つまで挙げてくだ
さい。
1）園児への指導（援助）力がある
2）保育者としての人柄が優れている
3）責任感が強い
4）基本的マナーを身につけている
5）一般常識を身につけている
6）コミュニケーション能力が高い
7）自主研修や事前準備など仕事に対する意欲や情熱が
　 ある
8）創造性が豊かで創意工夫ができる
9）周りの状況判断ができ、臨機応変に対応することが
　 できる
10）その他（　　　         　　　　）
質問１１．貴園では保育者として採用するときに、就
職までに備えていて欲しいと考える
専門性はどのようなものですか。重視する点を３つま
で挙げてください。
1）ピアノをはじめとする器楽や音楽の技能が優れてい
　 る
2）絵画や造形表現の指導、壁面構成などの力が優れて
　 いる
3）ダンスやリズム遊びなどの身体表現に優れている
4）体を使った運動遊び、体育指導が得意である
5）子どもを良く理解している
6）指導計画などの立案能力が優れている
7）クラス行事、園行事などの企画力が備わっている
8）障害児保育に対する理解が深い
9）遊び、レクリエーションの実践力が優れている
10）新しい事にチャレンジするなど、研究熱心である
11）安全に対する意識が高い
12）保護者への対応能力や相談援助の力がある
13）保育日誌、育成記録などの文書作成の力がある
14）その他（　　　　　　　　　　　　　）
質問１２．貴園では今後、採用するときに重視する点
を挙げてください。（複数回答可）
1）保育・幼児教育の専門的能力　　　
2）性格・人柄　　　3）性別（　男・女　）
4）自園での実習経験　　　
5）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
質問１３．貴園では、短大卒と 4 年制大卒では給与ベー
スや昇給に違いがありますか。
1）ある　　2）ない　　3）その他（　　　　　）
質問１４．貴園では今後採用するにあたって、保育士、
幼稚園教諭以外に、どのような資格を持っていること
を重視しますか。次の中から１つだけ挙げてください。
1）小学校（初等教育）教諭免許　　　
2）特別支援教諭免許　　
3）社会福祉士（児童ソーシャルワーカー）
4）栄養士
5）看護師　
6) その他（　　　　　　　　　　　　　　）
質問１5．貴園で採用する 4 年制大卒の職員（教員）
に期待することは何ですか。
1）障害児保育　　　
2）病児保育　　　
3）親（子育て）支援
4）学童保育　　　
5）職場でのリーダーシップ　　　
6）研究保育
7）乳児保育　　　
8）健康・安全指導　　　
9）環境教育
10）広報活動
11）情報処理能力（パソコン等）
12）行政（保健所、児童相談所、小学校等）や他機関
　 との連携役
13）その他（　　　　　　　　）
質問１6．最後に保育者養成校に対するご意見、ご要望
などがありましたらお聞かせください。
＜ご協力ありがとうございました＞
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